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                     学年主任  森本 聡一郎 

心身の健康維持。進路目標の決定 

 普通であることを最低限のレベルと心得よう。 

その最低限のレベルをどこまで上げていくかが課題です。 
 

１． 『学年団から新春メッセージ』 
   先生方のメッセージの底にある熱いものを感じ取ってほしいものです。 

  １組担任 沖守春樹 先生 

    新年あけましておめでとうございます。 

年末はゆっくりできましたか。こんなにも「年末感」がない年末は生まれて初めてで

した。自粛でイベント等が無ければ、こんなにも去年の記憶が無いものなんですね…。 

大晦日は数年ぶりに紅白歌合戦を見ました。トリの MISIA さんを見て、赤組の勝利

を確信しました。 

さて、2021年に入りました。皆さんはもうすでに 3年生に片足を突っ込んでいる状

況です。すぐに後輩が増え、部活動の総体が近づき、友人たちが受験モードにシフト

していきます。計画を立てましょう。それも具体的に。総体まであと何日くらいあっ

て、それまでにどこを鍛えたらいいのか。国語は古典文法が苦手であれば、どの教材

をいつまでに何周したらよいか。入試まで約 1年です。人生の大きな岐路の１つです。

楽しんでいきましょう。 

 

  ２組担任 石元真理 先生 

新年あけましておめでとうございます。今年は丑年ですね。 

先日、こどもの絵本『１２支のはじまり』を改めて読んでみました。神様のお手紙

を読んで、自分の歩みでは期日までに到着しないことが分かると、いち早く出発した

のが牛でした。準備万端、用意周到に行動し、ベストを尽くしました。 

さて、2021年はいよいよ最終学年です。受験や就職試験を控え、人生を左右する大

切な一年になります。どんな状況でも、自分のベストが出せるよう、また、直前で焦

ることのないよう、早めに準備して臨みたいですね。 

 

  ３組担任 山﨑翔太 先生 

明けましておめでとうございます。 

    私が伝えたいことは、「どのような環境になってもやるべきことをしっかりとこなし、

どのような環境でも力を発揮できる人」になってほしいということです。昨年は新型

コロナウィルスの流行により、私生活だけでなく、学校生活も例年とは大きく違う一

年になりました。全国一斉休校があり、授業の遅れなどが問題となってきましたが、

今年の大学共通テストは予定通りに実施され、大学の個別試験も例年通り実施すると

ころが多いです。このことから今年の大学受験は、休校中の約 3か月間をどう過ごし

たかが進路決定に大きな影響を与えることになると思います。 

    今年は皆さんの進路決定に非常に大事な年になります。ただ、感染症の状況によっ

＊タイトルの意味は？調べてみよう 



ては、予期せぬことが起こるかもしれません。しかし、そのような状況になっても自

分の進路を見据え、やるべきことをしっかりとこなし、着実に準備を進めていきまし

ょう。 

 

   ４組担任 稲谷 英俊 先生 

      あけましておめでとうございます。といってもコロナウイルスの影響で、あまり新

年感のない 2021 年の始まりとなった人も多いのではないでしょうか。私は今年、初

詣も行かず、正月はほとんど家で過ごしていました。暗い話題ばかりですが楽しみと

いえば、大学入学共通テストの第 1回がいよいよ今月実施されます。どんな問題が出

るのでしょうか。皆さんもチャレンジしてみてください。 

さて、4 月にはいよいよ 3 年生になります。文化祭や体育祭などの学校行事や部活

動の大会など、何事にも“高校最後の“という言葉がついてきます。さらにその先に

は受験も控えています。大人になると、「高校時代、もっとこうしておけば…、頑張っ

ておけば…」と後悔することが多々あります。もう遅いですね。 

    最後の鳳鳴祭、最後の部活動の大会、受験など、いざというときこそ「素の自分 ＝ 

普段の自分」がでます。あとになって後悔しないように、1 日 1 日、普段の生活を大

切に過ごしてほしいと思います。 

皆さんの残りの高校生活が充実したものになることを期待しています。 

 

   ＡＬＴ  Sam 先生 

    Happy New Year! I hope you had a relaxing winter vacation and enjoyed 

spending time with your family. I wasn’t able to go home this Christmas, so I 

definitely missed not seeing my family and celebrating Christmas with them. 

Fortunately, I have made great friends here who feel like my family away from 

home and we had fun celebrating Christmas and the New Year.  

2020 was definitely a strange year that everyone will remember and look back 

on in many years to come. It is easy to view 2021 as just a continuation of 2020, 

but it is very important to start the year with a new optimistic outlook.  

It’s hard to believe that you will start 三年生 in April. It feels like only the other 

day that you were starting 一年生. I never imagined that I would be Homei’s ALT 

long enough to see you graduate, but that is exactly what will happen as I have 

decided to stay here for a fourth year.  

This was a really difficult decision for me as it is a long time away from my 

friends and family back in the UK, but seeing you smile and try your best at 

communicating with me in English every day makes it worthwhile. I am very 

grateful to be your ALT and will be here for you whenever you have any questions  
or need help.  

I want you to know that your opportunities for the future are 

endless, just make sure you always try your best 

in everything you do. After all, when I was in High School, 

I had no idea that I would end up being a teacher in Japan!  

I hope 2021 is a great year for you all and that  

you make the most of your time here at Homei. ☺ 

 


